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「anyplace 在席状況管理」
メール認証機能追加に伴う仕様比較資料

2021年11月下旬「anyplace 在席状況管理」に、メール認証の機能を追加する予定です。

メール認証の機能では、各社員のアカウント情報である「ログインID」「パスワード」のご案内
（新規発行・再発行）にあたり、あらかじめ登録したメールアドレス宛への認証処理を経由し、
通知することができるようになります。

従来のPDF出力による「ログインID」「パスワード」情報の配付の場合、ダウンロードの上で別
途配付いただくなど、当サービス内から切り離してご案内いただく必要がありましたが、今回
メール認証の機能が追加されることにより、 「ログインID」「パスワード」の案内を当サービス
内で完結することが可能になります。

当資料は、メール認証の機能追加に伴う現仕様との比較資料になります。

事前にご一読いただきますようお願い申し上げます。
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1. 「アカウント管理」ウィンドウの追加
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今回の機能追加により、社員情報管理メニュー内の各機能（社員情報一覧/社員新規登録/
社員アップロード/所属マスタ/権限グループマスタ）をクリックすると、「アカウント管
理」ウィンドウが別タブで起動し、この新しい画面上で各種操作を行う仕様に変更します。

変更前 変更後

社員情報管理メニュー
上の各機能をクリック
すると、同一ウィンド
ウ上で各画面が起動。

※別タブで起動します。

社員情報管理メニュー上の各機能をクリックすると、
「アカウント管理」ウィンドウが別タブで起動。

また、 「アカウント管理」ウィンドウ内に管理者メ
ニューを加え、各機能を集約します。

【注意】

アカウント管理画面のメニュー以外（管理者メニュー以外）の作業を続行する場合、「アカウ
ント管理」のタブから進むことはできません。
元のanyplace本体のタブに切り替えて進む必要があります。

もし、元のanyplace本体のタブを閉じてしまった場合は、 再度anyplace本体のログイン画面から
ログインし直してください。



2. 「PDF出力」と「メール認証」との違い
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各社員へのアカウント新規発行・再発行において、従来の「PDF出力」による生成方法の
ほか「メール認証」を経由した生成方法が選択できるようになります。
それぞれの違いは以下のとおりです。

「PDF出力」
（従来の方法）

「社員情報管理 – 社員情報一覧」から、PDFファイルにてアカウント情報をダ
ウンロード。
各社員への配付にあたり、ダウンロードしたファイルの保存または印刷が必要。

「メール認証」
（今回追加にな
る方法）

最初に「社員情報管理 – 社員情報一覧」経由で「アカウント管理」ウィンドウ
が別タブで開きますので、開いた画面上の「社員情報管理」画面から各社員へア
カウントの認証要求メールを送信します。

続いて、認証要求メール（件名：【anyplace】アカウント認証依頼）を受信した社
員が、認証有効期間内に本文に記載されている所定のURLをクリックします。（認
証有効期間は1〜14日間の幅で設定が可能。）

これにより本人認証が完了します。

折り返し、アカウント通知メール（件名：【anyplace】アカウント通知）を受信し
た社員は、本文内に記載されているポータルログインのURL並びに「ログイン
ID」「パスワード」情報をもとに、ログインを実行することが可能になります。

また、この「ログインID」「パスワード」情報でanyplaceアプリにログインする
ことにより入退室処理が可能になります。

【「メール認証」をご利用いただくにあたっての注意事項】

・あらかじめ各社員毎に「アカウント管理 - 管理者メニュー - 社員情報管
理 – マイページ編集」で、送信先のメールアドレスを登録しておく必要があり
ます。

・綴り間違いによる送信エラーメールの受信機能はありません。
よって、メールアドレス登録時は綴りの間違いがないよう充分にご注意ください。

・登録の際は、別の社員のメールアドレスを間違って設定しないよう充分にご注
意ください。同じ社員に対し、もしくは同じ領域内の他の社員に対し、同一の
メールアドレスが登録されている場合は重複警告のメッセージが表示されます。
この場合は、必ず重複しているメールアドレスを確認してください。

・社員側のメールの設定や環境によっては、受信不可または迷惑メールフォルダ
に振り分けられる可能性があります。受信がうまくできないなどの場合は「PDF
出力」をご利用ください

・社員本人に直接パスワードの情報が送信されるため、「PDF出力」のように、
ユーザー管理者側で生成したパスワードを事前に確認してから処理することはで
きません。



3. 「アカウント管理」ウィンドウ内、「基本設定」-「アカウ
ント」機能の追加
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アカウント管理」ウィンドウ内の、管理者メニュー内に「基本設定」メニューが追加され、
メニューの階層下に「アカウント」が追加になります。

ここで、各社員に対するアカウント情報の新規発行・再発行にあたり、「PDF出力」を使っ
た生成方法を利用するか、「メール認証」経由した生成方法を利用するかの設定を行いま
す。

変更前 変更後

「アカウント管理」ウィン
ドウ内の管理者メニューに
「基本設定」-「アカウン
ト」を追加。

●「アカウント」画面

【重要】
初期設定は、すべて「PDF」の選択になっています。
従来の方法で今後もご利用になる方は、このままの設定でお使いください。

「メール認証」を利用する場合は次頁へ。

※別タブで起動します。
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通知手段を「PDF」から「メール」に切り替えます。

認証要求メール有効期間を「1〜14日間」の間で設定します。
※初期値は7日間になっています。

「認証要求メール有効期間」とは

アカウント認証要求メールを受信した社員が、その本文内の認証URLを使って認証できる期間のことを
指します。（有効期間は、ユーザー管理者側がメール送信を実行したタイミングから起算します。）

設定した有効期間を超えた場合、社員側からの認証処理ができなくなります。

また、有効期間内に認証処理を完了しなかった社員が発生した場合は、社員情報管理画面上の認証状態
列が「有効期限切れ」の状態に変わります。

この場合は、ユーザー管理者側から改めてアカウント認証要求メールを送信し直す必要があります。※
（※強制的に従来のPDF出力によるパスワード発行で代替することも可能です。）

なお、この有効期間の設定は、一法人領域全体で一律の設定になります。

最後に、「上記内容で設定」ボタンで設定を反映します。



4. 「社員情報一覧」「社員新規登録」選択時の画面遷移
の変更について
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１.「アカウント管理」ウィンドウの追加により、「社員情報一覧」「社員新規登録」を選
択した際の画面遷移が変更になります。

変更前 変更後

「社員情報一覧」をクリッ
クすると、「アカウント管
理」ウィンドウ内の、管理
者メニュー「社員情報管
理」に遷移し、「社員情報
管理」の画面が起動。

※別タブで起動します。

「社員情報一覧」「社
員新規登録」共に、同
一ウィンドウ上で各画
面が起動。

「社員新規登録」をクリッ
クすると、「アカウント管
理」ウィンドウ内の、管理
者メニュー「社員情報管
理」に遷移し、「社員新規
登録」の画面が起動。



5. 「社員情報管理」画面について
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画面遷移の変更による、旧「社員情報一覧」と「社員情報管理」との比較になります。

さらに「PDF出力」「メール認証」のそれぞれの設定により、表示される画面上のボタン
や表記が変わります。

変更前（旧 「社員情報一覧」画面）

変更後（「社員情報管理」PDF出力設定時の場合）

変更後（「社員情報管理」メール認証設定時の場合）

A

B

A

B

C
D

E

F

I

G

H
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追加になるボタンや表示（PDF出力、メール認証 共通）
A 「選択してパスワード発行」ボタン
メール認証機能を追加したことにより、複数社員に対するアカウント情報の一括処理時の操作を変
更します。
一括処理の際は、実行したい社員行のチェックボックスにチェックを入れ、「選択してパスワード
発行」をクリックするフローになります。（ボタン右端に対象人数が表示されます。）
なお、この変更に伴いパスワードの「一括印刷」ボタン（前頁の（A）のボタン）は廃止します。

B 「社員新規登録」ボタン
画面遷移の変更により、社員情報管理画面からも社員新規登録が可能になります。

C 「更新」ボタン
最新の登録状況が確認できるよう更新ボタンを追加します。

D 「表示件数切り替え」「前へ」「次へ」ボタン
10・20・30・40・50・100件単位の表示件数の切り替え機能を追加します。
また、ページ切り替えのボタンを追加します。

E 各タイトルへのソート機能の追加
タイトル毎に昇順降順のソートが可能になります。

なお、この変更に伴い各昇順降順選択肢と「並び替え」ボタン（前頁の（B）のリストとボタン）
は廃止します。
表記変更（PDF出力、メール認証 共通）
F  「検索」ボタン→「社員検索」ボタンへの表記変更
「検索」から「社員検索」に変更します。

また、画面上部に各検索項目と「検索」ボタンが常時表示されていましたが、「社員検索」ボタン
を選択することで各検索項目が表示される仕様に変更します。

G  「ダウンロード」ボタン→「ファイル入出力」ボタンへの表記変更
「ダウンロード」から「ファイル入出力」に変更します。

これにより、社員情報のダウンロードとアップロードが一つのボタン経由で対応できるようになり
ます。

H   タイトル「状態」→「anyplace」への表記変更
「状態」から「anyplace」に変更します。

I  「削除」ボタン→「選択して削除」ボタンへの表記変更
「削除」から「選択して削除」に変更します。

従来はチェックボックスにチェックをいれた時に「削除」ボタンが表示されていましたが、変更後
はボタンが常時表示されます（通常はマスクがかかった状態）。

チェックボックスにチェックをいれるとボタンが活性化し、ボタン右端に対象人数が表示されます。

J 「パスワード」列のステータスの表記変更
パスワード発行前の社員行の場合・・・「印刷」ボタンから「未発行」の表記に変更します。
パスワード発行済の社員行の場合・・・「印刷済」から「発行済」または「-」の表記に変更します。
※メール認証機能を利用した場合のみ、新たに「発行中」「再発行中」のステータスが追加になり
ます。



10

この流れで集計した後、A 「選択してパスワード発行」ボタン を使うことで、社員へのアカウ
ント情報の一括処理が可能になります。

（例 認証状態が「未」の社員を集計する場合）

追加になる表示（メール認証のみ）
K 認証状態の集計情報の表示追加
メール認証機能を利用した場合のみ、各認証状態毎の件数や該当社員の確認が可能になります。

「表示」のリンクをクリックすると、各認証状態毎の件数がリンクで表示されます。
さらに各認証状態毎のリンクをクリックすることで、該当する社員が集計されます。

L 「認証状態」列の表示追加
メール認証機能を利用した場合のみ、「認証状態」の表示列が追加になります。

左列の「パスワード」の表示列と共に、社員毎にどのような状況なのかが一覧で確認することが可
能になります。
（ユーザー管理者側と社員側の各処理フローにおける表記の組み合わせは後述。）

A
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6. 「PDF出力」を使用した場合の処理フローの比較について

従来からの「PDF出力」を今後も継続してご利用になる方向けの、新規アカウント発行時
における、変更前と変更後の処理フローの比較になります。
個別発行時と一括発行時のそれぞれを比較します。

変更前 変更後
●「PDF出力」個別発行時

1.発行したい社員のパスワード状態列の「印刷」
ボタンをクリックします。

2.パスワード通知書発行の画面で「発行」ボタン
をクリックします。

3.発行したPDFファイルを保存または印刷します。

4.パスワード状態列が「印刷済」に更新されます。

1.発行したい社員のパスワート列の「未発行」
リンクをクリックします。

2.パスワード通知書発行の画面で「ダウンロー
ド」ボタンをクリックします。

3.ダウンロードしたPDFファイルを保存または
印刷します。

4.パスワード列が「発行済」に更新されます。
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変更前 変更後
●「PDF出力」一括発行時

1.パスワード列の「一括印刷」ボタンをクリック
します。

2.パスワード通知書発行の画面で「一括発行」ボ
タンをクリックします。

3.発行したPDFファイルを保存または印刷します。

4.パスワード状態列が一括で「印刷済」に更新さ
れます。

1.チェックボックスにチェックをいれます。

2.「選択してパスワード発行」ボタン上の人数
確認後、問題なければボタンをクリックします。
【注意】誤って左隣の「選択して削除」のボタ
ンをクリックしないようご注意ください。

3.選択されている社員を確認します。
（チェックを外すことで一括発行から除外する
こともできます。）
問題なければ、「ダウンロード」ボタンをク
リックします。

4.PDF一括ダウンロード実行結果が表示されま
すので、OKボタンをクリックします。



変更前 変更後
●「PDF出力」一括発行時（つづき）

5.ダウンロードしたPDFファイルを保存または
印刷します。

6.対象社員が「発行済」の表示に一括で更新さ
れます。
「社員情報管理に戻る」ボタンをクリックしま
す。

7.パスワード列が「発行済」に更新されます。
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パスワード失念時等における再発行処理については、従来通りの個別発行のフローのみに
なります。



7. 「メール認証」を使用した場合の、新規アカウント発行時における
ユーザー管理者と社員間との関係性について

新たに追加される「メール認証」を使用した場合の、新規アカウント発行時における、
ユーザー管理者と社員間との各ステータスを含めた関係性です。
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※1 認証要求メール送信からやり直さず、個別でPDF出力によるアカウント発行で対応す
ることも可能です

その他の社員情報管理 パスワード/認証状態のステータス
「発行済/ー」・・・「メール認証」を使用せず、「PDF出力」による発行処理が完了済み
の場合（メール認証機能実装前に既に発行処理が完了している社員は、すべてこの表示が
初期値になります。）

ユーザー管理者側 社員側
社員情報管理
パスワード/認証状態の
ステータス

未発行/未

発行中/認証待ち

発行済/済

発行中/有効期限切れ

認証要求メール送信 認証要求メール受信
件名【anyplace】アカウント認証依頼

有効期限内に、
本文内の認証
URLをクリック
し、認証処理を
実行した

アカウント通知
メール受信
件名
【anyplace】
アカウント通知

有効期限内に、
本文内の認証
URLをクリック
し、認証処理を
実行しなかった

※1



8. 「メール認証」を使用した場合の、新規アカウント発行時
について（個別発行時）

新たに追加される「メール認証」を使用した場合の、新規アカウント発行時（個別発行
時）の処理フローについてです。

【重要】あらかじめマイページ編集画面のメールアドレス欄（社員1人に対し最大3アドレ
スまで）に、送信先のメールアドレスを設定しておく必要があります。
【注意】既にメールアドレスを設定済みの場合は、正しいメールアドレスが設定されてい
るかどうかを必ずご確認ください。（登録されているメールアドレスの確認は、社員情報
管理画面上の「ファイル入出力」ボタン→社員情報の一括ダウンロードの機能を使うこと
で一覧での確認が可能です。）

１．発行したい社員行の認証状態列の「未」のリンクをクリックします。
（「パスワード：未発行/認証状態：未」の場合に処理が可能です。）

2．送信したいメールアドレスを選択します。
（初期値はメールアドレス1に設定したアドレスが選択された状態です。）

←社員に送信されるメール本文のイメージの確認
ができます。（内容の変更はできません。）

↑メール認証を経由せず、個別にPDF出力による発行へ切り替えることもできます。

↑メール送信日時や送信先アド
レスといった履歴情報の確認が
できます。

15



3．表示されている送信先で問題なければ「認証要求メール送信」ボタンをクリックします。
【注意】設定した複数のメールアドレス宛に認証要求メールを送信したい場合は、ペー

ジ更新後２.〜３.の処理を繰り返す必要があります。
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4．送信処理が完了し社員情報管理に戻ると、社員情報管理の表示が「パスワード：発行中
/認証状態：認証待ち」に更新されます。

「認証待ち」のリンク上でマウスオーバーすると、認証要求メールの送信処理を行った
年月日が表示されます。

この表示された日時と、アカウント管理 - 管理者メニュー -「基本設定」-「アカウ
ント」の「認証要求メール有効期間」で設定した期間を基準に認証有効期間を判断して
います。



ユーザー管理者側 社員側
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ここからユーザー管理者側と社員側にシーンを分けます。

6．認証画面に遷移し、「認証する」ボタ
ンをクリックします。

7．認証が完了した旨と、続けてログインID、
パスワードがメールで届く旨のメッセージが
表示されます。

5．社員側には下記のメールが送信されます。
件名：【anyplace】アカウント認証依頼

認証URLを有効期限内にクリックします。
（有効期限切れになってしまった場合は、P18
5.1へ）

8．社員側の認証処理が完了すると、社員情
報管理の表示が「パスワード：発行済/認証
状態：済」に更新されます。



ユーザー管理者側 社員側
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9．続いて社員側に下記のメールが送信され
ます。

件名：【anyplace】アカウント通知

このログインIDとパスワードで、anyplaceポータ
ルと、スマートフォンアプリ（anyplace-入退室
打刻）へのログインが可能になります。

また、スマートフォンアプリ（anyplace-入退室
打刻）のダウンロード先も記載しています。

★P17 5.の段階で、社員が認証URLをクリックしないまま、有効期限切れになってしまった場合
※該当社員に対し、途中でPDF出力で対応した場合を除く

ユーザー管理者側 社員側

5.1 有効期限切れ後に社員が認証URLをク
リックし、認証を続行しようとした場合、
下記のメッセージが表示されます。

5.2 有効期限切れになった社員は、社員情
報管理の表示が「パスワード：発行中/認証
状態：有効期限切れ」に更新されます。



ユーザー管理者側 社員側
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5.3 改めて社員行の認証状態列の「有効期
限切れ」のリンクをクリックします。

5.4 改めて送信したいメールアドレスを選
択します。

5.5．表示されている送信先で問題なければ
「認証要求メール送信」ボタンをクリック
します。

【注意】設定した複数のメールアドレス宛
に認証要求メールを再送信したい場合は、
5.3〜5.5の処理を繰り返す必要があります。



ユーザー管理者側 社員側
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5.6 送信処理が完了すると、再び社員情報
管理の表示が「パスワード：発行中/認証状
態：認証待ち」に更新されます。

5.7 社員側には下記のメールが送信されま
す。

件名：【anyplace】アカウント認証依頼

有効期限内に認証URLをクリックします。

ここから先は、P18 9.と同じになります。

5.8 認証画面に遷移し、「認証する」ボタン
をクリックします。

5.9 認証が完了した旨と、続けてログイン
ID、パスワードがメールで届く旨のメッセー
ジが表示されます。

5.10 社員側の認証処理が完了すると、社員
情報管理の表示が「パスワード：発行済/認
証状態：済」に更新されます。



新たに追加される「メール認証」を使用した場合の、新規アカウント発行時（一括発行
時）の処理フローについてです。

【重要】あらかじめマイページ編集画面のメールアドレス欄（社員1人に対し最大3アドレ
スまで）に、送信先のメールアドレスを設定しておく必要があります。
【注意】既にメールアドレスを設定済みの場合は、正しいメールアドレスが設定されてい
るかどうかを必ずご確認ください。（登録されているメールアドレスの確認は、社員情報
管理画面上の「ファイル入出力」ボタン→社員情報の一括ダウンロードの機能を使うこと
で一覧での確認が可能です。）

9. 「メール認証」を使用した場合の、新規アカウント発行時
について（一括発行時）

１．一括発行したい社員行のチェックボックスにチェックを入れます。
（「パスワード：未発行/認証状態：未」の場合が、この後の一括発行の対象になりま

す。）

2．「選択してパスワード発行」ボタン上に一括発行対象となる人数が表示されます。
（「パスワード：未発行/認証状態：未」の社員が対象になります。）
問題ないことを確認後、ボタンをクリックします。
【注意】誤って左隣の「選択して削除」のボタンをクリックしないようご注意ください。

21



3．パスワード一括発行画面に遷移し、一括発行対象となる社員が一覧で表示されます。
対象社員と送信メールアドレス※が正しいことを確認のうえ、よろしければ「認証要求

メール送信」ボタンをクリックします。

※初期表示されるメールアドレスは、マイページ編集画面のメールアドレス1に設定したア
ドレスが表示されます。
メールアドレス2もしくは3に設定したアドレスに変更したい場合は、送信メールアドレス
欄をクリックして切り替えが可能です。
なお、1回の処理で送信できる社員1人あたりの送信先は1つのアドレスになります。
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↑ 社員に送信されるメール本文のイメージの確
認ができます。（内容の変更はできません。）

マイページ編集画面のメールアドレス欄が未設定の社員を対象とした場合、その社員の送信
メールアドレス欄が「未設定」の表示になり、送信対象から外れた状態になります。

この場合は、送信メールアドレス欄の鉛筆マークをクリックし、直接メールアドレスを手入
力して設定を追加することができます。
その後、チェックボックスへのチェックを追加することで、送信対象として加えることがで
きます。
（手入力したメールアドレスは、マイページ内のメールアドレス1の項目に反映されます。）

【注意】
同一のメールアドレスが一括発行対象となる複数の社員に設定されている場合は、重複警
告のメッセージが表示されます。この場合は必ず設定を確認してください。



4．確認メッセージが表示されます。
また、おおよその送信完了の秒数が表示されます。
このまま送信処理を実行する場合は「OK」ボタンをクリックします。
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5．実行結果のメッセージが表示されますので、「OK」ボタンをクリックします。

6． 「パスワード：発行中/認証状態：認証待ち」に更新されるので、「社員情報管理に戻
る」ボタンをクリックします。

4．確認メッセージが表示されます。
また、おおよその送信完了の秒数が表示されます。
このまま送信処理を実行する場合は「OK」ボタンをクリックします。

【注意】件数によっては送信完了に時間がかかる場合があります。
一括送信の処理数が多い場合は、何回かに分けての処理を推奨致します。



7．社員情報管理画面上の対象社員が「パスワード：発行中/認証状態：認証待ち」に一括
で更新されます。

認証要求メール一括送信後における、この後の社員側とユーザー管理者側の操作フローは、
P17-18 手順5.〜9.と同様になります。
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10. 「メール認証」を使用した場合の、パスワード再発行時における
ユーザー管理者と社員間との関係性について

新たに追加される「メール認証」を使用した場合の、パスワード再発行時における、ユー
ザー管理者と社員間との各ステータスを含めた関係性です。
パスワード再発行時は、認証要求メール送信から改めて実行する方法と、認証処理を経由
せず、アカウント通知メール送信のみを実行する方法※の2通りが選択できます。
※アカウント通知メール送信のみを実行する方法を選択する場合は、認証済みメールアド
レス宛への送信を推奨します。
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※1 認証要求メール送信からやり直さず、個別でPDF出力によるパスワード再発行で対応
することも可能です

ユーザー管理者側 社員側
社員情報管理
パスワード/認証状態の
ステータス

発行済/−
発行済/済

再発行中/認証待ち

発行済/済

再発行中/有効期限切れ

認証要求メール送信 認証要求メール受信
件名【anyplace】アカウント認証依頼

有効期限内に、
本文内の認証
URLをクリック
し、認証処理を
実行しなかった

アカウント通知
メール送信

※1

有効期限内に、
本文内の認証
URLをクリック
し、認証処理を
実行した

アカウント通知
メール受信
件名
【anyplace】
アカウント通知



11. 「メール認証」を使用した場合の、パスワード再発行時に
ついて

新たに追加される「メール認証」を使用した場合の、パスワード再発行時の処理フローに
ついてです。

【重要】あらかじめマイページ編集画面のメールアドレス欄（社員1人に対し最大3アドレ
スまで）に、送信先のメールアドレスを設定しておく必要があります。
【注意】既にメールアドレスを設定済みの場合は、正しいメールアドレス（一度認証処理
で使用しているメールアドレスを推奨）が設定されているかどうかを必ずご確認ください。
（登録されているメールアドレスの確認は、社員情報管理画面上の「ファイル入出力」ボ
タン→社員情報の一括ダウンロードの機能を使うことで一覧での確認が可能です。）
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2．再発行ボタンをクリックします。

１．再発行したい社員名のリンクをクリックします。
（「パスワード：発行済/認証状態：済」または「パスワード：発行済/認証状態： - 」

の場合に再発行処理が可能です。）
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3．メールアドレスを選択します。
（初期値はメールアドレス1に設定したアドレスが選択された状態です。）

←社員に送信されるメール本文のイメージの確認
ができます。（内容の変更はできません。）

↑メール認証を経由せず、個別にPDF出力による再発行へ切り替えることもできます。

↑メール送信日時や送信先アド
レスといった履歴情報の確認が
できます。

4．再発行処理は以下の2通りのフローが選択できます。

●再度認証要求メール送信を経由する場合⇒「認証要求メール送信」ボタン（P 28 5.へ）
●認証フローを省略し、ログインID、パスワードを通知するメールのみを送信する場合

⇒「アカウント通知メール送信」ボタン（P32 5.へ）

【注意】「アカウント通知メール送信」による方法を選択する場合は、送信しても問題ない
メールアドレスかどうかの確認を必ず行ってください。
また、認証済みメールアドレスへの送信処理を推奨致します。
（認証済みメールアドレスを選択している場合は、「認証済み」の赤色の表示が追加されま
す。）



ユーザー管理者側 社員側
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ここからユーザー管理者側と社員側にシーンを分けます。
●再度認証要求メール送信を経由する場合（「認証要求メール送信」ボタン利用時）

7．認証画面に遷移し、「認証する」ボタ
ンをクリックします。

8．認証が完了した旨と、続けてログインID、
パスワードがメールで届く旨のメッセージが
表示されます。

6. 社員側には下記のメールが送信されます。
件名：【anyplace】アカウント認証依頼

認証URLを有効期限内にクリックします。
（有効期限切れになってしまった場合は、P29
6.1へ）

9．社員側の認証処理が完了すると、社員情
報管理の表示が「パスワード：発行済/認証
状態：済」に更新されます。

5.送信処理が完了すると、社員情報管理の
表示が「パスワード：再発行中/認証状態：
認証待ち」に更新されます。



ユーザー管理者側 社員側
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10．続いて社員側に下記のメールが送信さ
れます。

件名：【anyplace】アカウント通知

★P28 6.の段階で、社員が認証URLをクリックしないまま、有効期限切れになってしまった場合
※該当社員に対し、途中でPDF出力で対応した場合を除く

ユーザー管理者側 社員側

6.1 有効期限切れ後に社員が認証URLをク
リックし、認証を続行しようとした場合、
下記のメッセージが表示されます。

6.2 有効期限切れになった社員は、社員情
報管理の表示が「パスワード：再発行中/認
証状態：有効期限切れ」に更新されます。

このログインIDとパスワードで、anyplaceポータ
ルと、スマートフォンアプリ（anyplace-入退室
打刻）へのログインが可能になります。
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ユーザー管理者側 社員側

6.3 改めて社員名のリンクをクリックしま
す。

6.5 改めて送信したいメールアドレスを選
択します。

6.6．表示されている送信先で問題なければ
「認証要求メール送信」ボタンをクリック
します。
【注意】設定した複数のメールアドレス宛
に認証要求メールを再送信したい場合は、
6.3〜6.6の処理を繰り返す必要があります。

6.4 パスワード項目の「有効期限切れ」の
リンクをクリックします。



ユーザー管理者側 社員側
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6.7 送信処理が完了すると、再び社員情報
管理の表示が「パスワード：再発行中/認証
状態：認証待ち」に更新されます。

6.8 社員側には下記のメールが送信されま
す。

件名：【anyplace】アカウント認証依頼

有効期限内に認証URLをクリックします。

ここから先は、P29 10. の手順と同じになります。

6.9 認証画面に遷移し、「認証する」ボタン
をクリックします。

6.10 認証が完了した旨と、続けてログイン
ID、パスワードがメールで届く旨のメッセー
ジが表示されます。

6.11 社員側の認証処理が完了すると、社員
情報管理の表示が「パスワード：発行済/認
証状態：済」に更新されます。
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●認証フローを省略し、ログインID、パスワードを通知するメールのみを送信する場合
（ 「アカウント通知メール送信」ボタン利用時）

ユーザー管理者側 社員側

5．社員側に下記のメールが送信されます。

件名：【anyplace】アカウント通知

このログインIDとパスワードで、anyplaceポータ
ルと、スマートフォンアプリ（anyplace-入退室
打刻）へのログインが可能になります。



12. その他の変更点
その他の変更点です。
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①「社員検索」ボタン内の絞込み項目の追加
社員検索ボタンからの絞込み項目
が追加になります。

●「PDF出力」設定時
「パスワードで絞込み」
（未発行/発行中/発行済/再発行
中）

●「メール認証」設定時
「パスワードで絞込み」
（未発行/発行中/発行済/再発行
中）
「認証状態で絞込み」
（未/認証待ち/有効期限切れ/済
（未ログイン）/済/-）

②メールアドレスの重複警告ダイアログの追加（「マイページ」「社員情報管理（新規・編集）」
アカウント管理 – 社員情報管
理 – マイページ編集。
マイページ – マイページ編集。
それぞれにおいて、同じメールア
ドレスを登録しようとしたときに
重複警告のダイアログが表示され
るようになります。

表示条件は、同一社員もしくは同
一法人領域内の他の社員との重複
がある場合に表示されます。

重複原因を調べる場合は、アカウ
ント管理 – 管理者メニュー –
社員情報管理の「ファイル入出
力」ボタン⇒「社員情報の一括ダ
ウンロード」の機能からファイル
出力することで一覧での確認が可
能です。

なお、当ダイアログは警告のため、
OKボタンで登録を続行すること
は可能です。
但し、「メール認証」を利用する
場合はくれぐれもご注意ください。
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③メールアドレスの重複警告表示の追加（社員情報のファイルアップロードプレビュー）
アカウント管理 – 社員情報管
理 – ファイル入出力 の「社
員情報の一括アップロード」で、
メールアドレスが重複している
ファイルを参照した場合に、ファ
イルアップロードプレビュー画面
上に重複警告が表示されるように
なります。

表示条件は、
・ファイル内重複（同一社員）
・ファイル内重複（異なる社員
間）
・既にアップロード済の社員に登
録済みのメールアドレスと重複し
たアドレスがファイル内に存在す
る場合

上記いずれかに該当する場合に重
複警告が表示されます。

なお、当ダイアログは警告のため、
OKボタンでアップロードを続行
することは可能です。

但し、「メール認証」を利用する
場合はくれぐれもご注意ください。

④入退室状況画面への「入室中のみ表示」機能の追加
「入退室状況」画面に、「入室中
のみ表示」のチェックボックスを
追加します。

チェックを入れて「検索」ボタン
をクリックすると、入室状態列が
「入室中」の社員のみの表示が可
能になります。


